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｢ロクラク｣とＰＣを接続する 

ロクラク・コントローラは、｢ロクラク｣本体とＰＣをＵＳＢケーブルで接続し、ＰＣ

から｢ロクラク｣本体をリモート操作(「ロクラク・スーパー」のみ可能です)及び、｢ロク

ラク｣とＰＣ間で記録映像ファイルを転送するソフトウェアです。以下に｢ロクラク｣本体

とロクラク・コントローラの通信接続手順を記載します。 

 

(１)｢ロクラク｣とＰＣの電源を入れます。 

｢ロクラク｣が起動するまで、５～６秒程お待ち下さい。（”ロクラク”ロゴの表示中
は操作しないでください。） 

(２)ＰＣと｢ロクラク｣をＵＳＢケーブルで接続します。†.１ 

(３)[スタート]->[プログラム]->[Rokuraku]->[録楽コントローラ]を起動します。 

(ロゴ表示後、下記のメイン画面を表示します。) 

 

 
図１０：ロクラク・コントローラのメイン画面 

 

(４)【接続】ボタンをクリックします。 

ロクラク・コントローラと｢ロクラク｣本体とをＵＳＢ通信可能状態にします。 

（接続が成功すればコメント・ボックスに”ロクラクと接続しました。”のメッセー
ジを表示した上、｢ロクラク｣に記録されているファイルが読み込まれて、その映像

をサムネイル画面に表示します。）†．２ 

 

この時、コメント・ボックスに”ロクラクとの接続に失敗しました”と表示した場合
には、一旦｢ロクラク｣の電源を切って、再度（1）の手順からやり直して下さい 

 

   操作方法 

サムネイル画面 

コメント・ボックス
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図１１：メイン画面 接続完了 
 

以上で「ロクラク」と PC間の USB接続は完了しました。 
 

 

 

†．１ 初回のみハードウェアウィザードが起動します。 
†．２ 録画済み記録映像ファイルが何も無い場合、サムネイル画面には何も表示

しませんが、エラーではありません。 

   操作方法 
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[サムネイルタイプ]と[リストタイプ] 

ロクラク・コントローラのメイン画面のタイプには[サムネイルタイプ]と[リスト

タイプ]の２種類の画面タイプがあります。ここではこの２つのタイプの画面につい

て説明します。 

 

  ◆サムネイルタイプ 
記録映像ファイルのサムネイル画像を表示する事ができる画面タイプです。 

サムネイル画像上にマウスを持っていく事で、右のデータフィールドに、ファイ

ル名・ビットレート・時間などのファイル情報が表示されます。 

また、サムネイルが見にくい場合でも、サムネイル画像をダブルクリックするこ

とで拡大した画像を見ることができます。拡大画像から元のメイン画面に戻るに

は、拡大画像をクリックします。 

１０個以上のファイルは、垂直スクロールバーの△▽をクリックする事で５個づ

つ、帯部分をクリックした場合１０個づつ表示されます。 

ファイルの選択は、サムネイル画像をクリックする事で、選択状態を表す枠が表

示されます。 

【ビュー切替】ボタンをクリックする毎に、[サムネイルタイプ]と[リストタイプ]

が切り替わります。 

 

         図１２：サムネイルタイプのメイン画面 
 

 
 

   操作方法 

データフィールド 垂直スクロールバー 
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◆リストタイプ 
[リストタイプ]では映像を表示しませんが、[サムネイルタイプ]では確認するこ

とができないファイル情報も確認することができます。また、ロック保護・ファイ

ル名・サイズ・ビットレート等の項目名をクリックする事で、その項目名で整列を

することができます。 

ファイル選択の方法は、リストの目的行をクリックする事で、選択したことにな

ります。ファイル選択した状態で【ビュー切替】ボタンをクリックすると、選択し

たファイルがサムネイルに反映されて表示されます。 

 

 

 
        図１３：リストタイプのメイン画面 
 

 
 

 

   操作方法 

ファイル情報 
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｢ロクラク｣のファイルを再生する 

｢ロクラク｣に記録されている映像ファイルを再生します。†.１ 

 

(１)[サムネイルタイプ]または、[リストタイプ]から、目的の画像をクリックします。 

 

(２)選択されたファイルは、[サムネイルタイプ]では枠がつき、[リストタイプ]では反転

表示になります。 

 

 
図１４：サムネイルタイプのファイル選択 

 

 
図１５：リストタイプのファイル選択 

   操作方法 ロクラク・スーパー 

選択ファイル 
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(３)【再生】ボタンをクリックすると、選択したファイルの再生を始めます。 

再生中は、【停止】・【早送り】・【巻戻し】・【スロー】・【スチル】・【フリーズ】

ボタンを使い、いろいろな速度による再生を楽しむことができます。また、【再

生】ボタンをクリックする前に、スライドバーをお好きな位置へ移動しておけ

ば、任意の場面から再生を始めます。 

 

            図１６：再生実行中画面 
 
(４)再生した記録映像ファイルは、ファイルの終わりまで再生し自動停止します。

また、その時スライドバーはファイルの始まりに戻ります。(再生が終了した

場合コメント・ボックスに”完了”とメッセージを表示します。) 

             図１７：再生完了画面 

スライドバー 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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†．１ ｢ロクラク｣のビデオ出力端子とテレビ・モニターの接続をした上で操作し

て下さい。 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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｢ロクラク｣の再生を停止する 

記録映像ファイルの再生を停止させます。 

 

(１)【停止】ボタンをクリックすると、映像再生が停止します。 

 

 
図１８：再生中操作ボタン 

 

 

(２)スライドバーが左端に移動し、コメント・ボックスに”完了”とメッセージを表示
します。†．１ 

 

           図１９：再生完了画面 
 
 
 

†.１ 次回【再生】ボタンを押した時は、ファイルの初めから再生します。 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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｢ロクラク｣に録画する 

｢ロクラク｣の外部入力(Ｓビデオ/ビデオ端子)からの映像を｢ロクラク｣に録画します。 

 

(１)メイン画面より、【録画】ボタンをクリックします。 

録画設定ダイアログが表示されます。 

             図２０：メイン画面 

 

(２)[録画ファイル名]を入力します。 

[録画ファイル名]の最大数は３１文字です。 

（a～ｚ、A～Z、スペース、”+”、”-“、”*”、”_”、”.”、”$”、”/”、） 
[録画ファイル名]は必ず入力して下さい。†.１ 

 

(３)録画したい時間が決まっている場合には、[録画時間]の設定をします。 

録画時間を設定しなかったときは【停止】ボタンを押すまで録画をします。 

 

(４)[ビットレート]の設定をします。 

初期値はＣＢＲ 4Mbps です。その他のビットレートで録画したい時はコンボ・

ボックスをクリックしておこのみのビットレートを選択して下さい。 

 

(５)[録画解像度]の設定をします。 

初期値は”標準”です。その他の解像度で録画したい時は、コンボ・ボックスを
クリックしておこのみの解像度を選択して下さい。 

 

標準 ：７２０×４８０画素 

１／２ ：３５２×２４０画素 
１／４ ：１７６×１１２画素 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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(６)[入力ポート]を選びます。 

録画する映像入力を「Ｓ端子」あるいは「ビデオ」入力端子から選んで下さい。†．２ 

 

(７)【ＯＫ】ボタンをクリックすると、録画を開始します。†.３ 

コメント・ボックスに”録画中…”のメッセージを表示します。 
 

 
図２１：録画設定ダイアログ 

 

   
図２２：ビットレート 図２３：解像度 
 

 
           図２４：録画中画面 

コンボ・ボックス 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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†.１ 録画設定ダイアログの入力をしない状態で【ＯＫ】ボタンを押した場合に

は、｢録画設定ダイアログ｣は消えますが、録画は始まりません。 

†.２ 映像信号の自動検出は行いません。入力を間違えないようご注意ください。 

†.３ 指定時間を０に設定した場合、【停止】ボタンを押すまで録画を続けます。 

（録画停止をお忘れないようご注意ください。） 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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｢ロクラク｣の録画を停止する 

録画を任意の時間で停止します。 

 

(１)メイン画面より、【停止】ボタンをクリックすると、録画を停止します。 

 

            図２５：メイン画面 
 

(２)スライドバーが左端に移動し、コメント・ボックスに”完了” のメッセージを表示しま
す。 

 

            図２６：録画完了画面 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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トリック再生をする 

｢ロクラク｣再生状態において、【早送り】【巻戻し】【スロー】【スチル】【フリー

ズ】ボタンを押すことにより、再生スピードを変化させるトリック再生を楽しむこと

ができます。†.１ 

 

 
図２７：トリック再生ボタン 

 

Ⅰ．早送り 

   再生中の映像を早送りで再生する操作ができます。 

(１)【早送り】ボタンをクリックするたび、早送りスピードが増加し、それと同時に

スライドバーの移動速度が速くなります。†.１ 

 

(２)早送り再生状態を解除して、通常スピードで再生させるには【再生】ボタンをク

リックします。 

 

Ⅱ．巻戻し 

  再生中の映像を巻戻し再生する操作ができます。 

(１)【巻戻し】ボタンをクリックすると巻戻し再生を始めます。†.２ 

 

(２)巻戻し再生状態を解除して、再生させるには【再生】ボタンをクリックします。 

 

Ⅲ．スロー 

   再生中の映像をスロー再生する操作ができます。 

(１)【スロー】ボタンをクリックする毎に、再生スピードを遅くします。†.３ 

 

(２)スロー再生状態を解除して、通常スピードで再生させるには【再生】ボタンをク

リックします。 

 

Ⅳ．スチル 

同じ場面を繰返し表示します。 

再生ボタンをクリックすると、スチルしていた時間分経過した後の映像から表示を開始

します。†.４ 

(１)【スチル】ボタンをクリックすると、再生中の映像がスチル状態になります。 

 

(２)スチル状態を解除して、再生させるには【再生】ボタンをクリックします。 

ス 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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Ⅴ．フリーズ 

再生中の映像を一時停止します。 

(１)【フリーズ】ボタンをクリックすると、映像が一時停止状態になります。 

 

(２)一時停止の状態を解除して、再生させるには【再生】ボタンをクリックしま

す。 

 

 

 

 

†.１ 最大２５６倍速再生が可能です。 

†.２ 常に固定速度(１０倍速)で巻戻しを行います。 

†.３ 最大 1/31 倍速スロー再生が可能です。 

†.４ 表示映像は同じ場面が繰返し表示されていますが、画面の経過時間は更新し続

けます。 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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｢ロクラク｣の入力映像をパススルーする 

パスルルーの設定をすることにより、｢ロクラク｣の外部入力(Ｓビデオ/ビデオ)端

子からの映像を、｢ロクラク｣内部でＭＰＥＧ２エンコード/デコードした上で、｢ロク

ラク｣のビデオ出力端子に接続したテレビに表示します。†.１ 

録画する前に映像を確認したい場合などにご利用下さい。 

 

(１)【パススルー】ボタンをクリックします。 

FileRecordダイアログを表示します。 

            図２８：メイン画面 
 
(２) [入力ポート]を選びます。 
見たい映像の入力端子をＳ端子/ビデオから選んで下さい。†．２ 

  
     図２９：FileRecordダイアログ 

   操作方法 ロクラク・スーパー 
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(３)【OK】ボタンをクリックします。 
 

(４)｢ロクラク｣のビデオ出力端子に接続したテレビでご覧になることができます。 
 

 

 

†.１ パススルー：｢ロクラク｣のビデオ入力端子からの映像を、ビデオ出力端子に

接続したテレビで確認することができます。 

 

†.２ 外部入力に対する映像信号の自動検出はしません。入力を間違えないようご

注意ください。 

 

   操作方法 ロクラク・スーパー 



 
本書の内容については、改良の為に予告なく変更することがあります。 

Rev.0.92 
38 

 

 

ＰＣの映像ファイルを｢ロクラク｣へ送る 

ＰＣ上の記録映像ファイルを｢ロクラク｣に転送します。 

｢ロクラク｣に転送した記録映像ファイルは、｢ロクラク｣で再生することができます。 

この操作は、｢ロクラク｣側で再生、録画、裏録画、メニュー表示をしている時は実行する

ことはできません。｢ロクラク｣の状態をお確かめの上、操作して下さい。 

 

(１)メイン画面より、【送信】ボタンをクリックします。 

ファイル選択ダイアログを表示します。 

 
            図３０：メイン画面 
 

(２)ファイル名を選択します。 

 

 
図３１：ファイル選択ダイアログ 

 

   操作方法     ロクラク/ロクラク・マルチ/ロクラク・スーパー 
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送信可能ファイルは｢ロクラク｣記録映像ファイル（拡張子は”m2t”）であることを確認
して下さい。†.１ 

 

(３)【開く】をクリックします。 

ファイル送信ダイアログを表示します。 

 

 
図３２：ファイル送信ダイアログ 

 
(４)｢ロクラク｣でのファイル名を入力し、【OK】ボタンをクリックします。 
ファイル名の最大数は３１文字です。 

（a～ｚ、A～Z、スペース、”+”、”-“、”*”、”_”、”.”、”$”、”/”、） 
 
(５)選択した PC上の記録映像ファイルを｢ロクラク｣に送り始めます。†.２ 
ＰＣで送信を開始すると、コメント・ボックスに”送信中．．．”のメッセージを表
示し、スライドバーが右に進みます。送信するファイルの大きさによりスライド

バーの進み具合がことなります。スライドバーが右端まで進み、コメント・ボッ

クスに”完了”のメッセージを表示すれば送信完了です。 
 

 
図３３：ファイル送信中画面 

 

 

図３４：ファイル送信完了 

スライドバー 

   操作方法     ロクラク/ロクラク・マルチ/ロクラク・スーパー 
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†.１ ｢ロクラク｣に転送可能なファイルは、｢ロクラク｣記録映像ファイル(拡張子

が”m2t”)に限られておりますのでご注意下さい。 
†.２ ｢ロクラク｣に転送した記録映像ファイルは、ファイル送信ダイアログで指定

したファイル名で保存されます。 
 

   操作方法     ロクラク/ロクラク・マルチ/ロクラク・スーパー 
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｢ロクラク｣のファイルをＰＣに保存する†.１ 

｢ロクラク｣録画済み記録映像ファイルをＰＣに転送可能です。 

ＰＣに転送した記録映像ファイルは、ストリーム変換（ロクラク・コントロールのメ

イン画面から【ＰＣで再生】ボタンをクリック）することにより、ＰＣ上でご覧いた

だけます。但し、ＭＰＥＧ２ビデオファイルを再生可能なソフトウェアが必要です。 

この操作は、｢ロクラク｣側で再生、録画、裏録画、メニュー表示をしている時は実行

することはできません。｢ロクラク｣の状態をお確かめの上、操作して下さい。 

 

(１)ＰＣに送りたいファイルを選択した上、【受信】ボタンをクリックします。 

ファイル受信ダイアログを表示します。 

             図３５：メイン画面 
 

(２)保存場所と保存名を指定し、【保存】ボタンをクリックします。 

 
図３６：ファイル受信ダイアログ 

    操作方法     ロクラク/ロクラク・マルチ/ロクラク・スーパー 



 
本書の内容については、改良の為に予告なく変更することがあります。 

Rev.0.92 
42 

 
 

 

(３)選択した｢ロクラク｣の記録映像ファイルをＰＣに送り始めます。 
ＰＣで受信を開始すると、コメント・ボックスに”受信中．．．”のメッセージを表
示し、スライドバーが右に進みます。受信するファイルの大きさによりスライド

バーの進み具合がことなります。スライドバーが右端まで進み、コメント・ボッ

クスに”完了”のメッセージを表示すれば受信完了です。 
 

図３７：ファイル受信中画面 
 

 

 

図３８：ファイル受信完了画面 
 

 

 

†.１ ロクラクからＰＣへのファイル転送形式は｢ロクラク｣用ストリームデータ形

式（拡張子がｍ２ｔ）です。 

スライドバー 

    操作方法     ロクラク/ロクラク・マルチ/ロクラク・スーパー 
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｢ロクラク｣のファイルを削除する 

｢ロクラク｣上の任意の記録映像ファイルを、削除します。 

この操作は、｢ロクラク｣側で再生、録画、裏録画、メニュー表示をしている時は実行

することはできません。｢ロクラク｣の状態をお確かめの上、操作して下さい。 

 

(１)削除したいファイルをクリックして選択します。 

 

(２)メイン画面より、【削除】ボタンをクリックします。 

 

(３)「○○○を本当に削除してもいいですか？」のダイアログを表示します。 

 

(４)削除するなら【ＯＫ】をクリックします。 

削除するのをやめたい場合には、【キャンセル】ボタンをクリックします。 

 

 

図３９：ファイル削除画面 
 

(５)コメント・ボックスに”削除中．．．”のメッセージが表示されます。その後、”完
了”のメッセージを表示すれば削除完了です。 

 

 
図４０：ファイル削除完了 
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｢ロクラク｣のファイル名を変える 

｢ロクラク｣上の任意の記録映像ファイルのファイル名称を変更します。 

この操作は、｢ロクラク｣側で再生、録画、裏録画、メニュー表示をしている時は実行

することはできません。｢ロクラク｣の状態をお確かめの上、操作して下さい。 

 

(１)あらかじめファイルを選択してメイン画面より、【リネーム】ボタンをクリックしま

す。†.１ 

File operation ダイアログを表示します。 

  
図４１：メイン画面 

 
(２)変更したいファイル名を入力します。†.２ 

 
図４２：File operationダイアログ 

 

(３)ダイアログの【リネーム】ボタンをクリックする事で、変更されます。 

 

†.１ 選択ファイルは[サムネイルタイプ]では、サムネイルの周りに枠が付きます。 

[リストタイプ]では、選択ファイルが反転表示します。 

†.２ ファイル名に与えることができる長さは最大３１文字です。 

（a～ｚ、A～Z、スペース、0～9、”+”、”-“、”*”、”_”、”.”、”$”、”/”、） 
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ディレクトリの設定をする 

｢ロクラク｣記録映像ファイルをＰＣのどのフォルダに格納するか設定します。又、

ＭＰＥＧ２ビデオ再生ソフトウェアの実行ファイルがどのフォルダにあるか設定し

ます。以上の設定をすることにより『ロクラクから受信したファイルをＰＣで再生さ

せる』に示す機能が使用できます。 

 

(１)メイン画面より、【ディレクトリ】ボタンをクリックします。 

ディレクトリ設定ダイアログを表示します。 

 

 
図４３：メイン画面 

 

(２)[元ファイル(*.m2t)ディレクトリ]には、ＰＣで再生する場合の｢ロクラク｣記録

映像ファイル(拡張子が”m2t”)の格納ディレクトリを指定して下さい。 
（『｢ロクラク｣のファイルをＰＣに保存する』で｢ロクラク｣から受信したファイ

ルの格納場所を指定して下さい。）†.１ 

 

(３) [プレーヤ実行ファイル]には、ＭＰＥＧ２ビデオ再生ソフトウェアの実行ファ

イル(*.exe)を指定して下さい。†.２.３ 

 
図４４：ディレクトリ設定ダイアログ 
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(４)【ＯＫ】ボタンをクリックします。 

ディレクトリの設定が完了します。 

 

 

 

†.１ 『ロクラクから受信したファイルをＰＣで再生させる』を実行時に、まずこ

こで指定したディレクトリを参照します。 

 

例：Ｃドライブの My Documents に Rokuraku というディレクトリがあり、そ

の中にファイルを格納したい場合 

 

  Ｃ：¥My Documents¥Rokuraku 

 

†.２ 『ロクラクから受信したファイルをＰＣで再生させる』を実行するには、MPEG2

ビデオを再生するためのアプリケーションソフトを、ＰＣで実行できる必要

があります。 

ＭＰＥＧ２ビデオ再生アプリケーションについては、お客様にてあらかじめ

ＰＣにインストールしておいて下さい。 

 

†.３ ＭＰＥＧ２ビデオ再生アプリケーションの実行ファイルのあるディレクトリ

がわからない場合には、ＭＰＥＧ２ビデオ再生アプリケーションのインスト

ール手順書、取扱説明書等にてご確認下さい。 
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｢ロクラク｣から受信したファイルをＰＣで再生する 

｢ロクラク｣からＰＣに転送した記録映像ファイルを、ストリーム変換し、再生しま

す。この機能を使用するにあたって、『ディレクトリの設定をする』にて、ディレクト

リの設定をしておく必要があります。 

この操作は、｢ロクラク｣側で再生、録画、裏録画、メニュー表示をしている時は実行

することはできません。｢ロクラク｣の状態をお確かめの上、操作して下さい。 

 

(１)メイン画面より、【ＰＣで再生】ボタンをクリックします。†.１ 

ファイル選択ダイアログを表示します。 

 

             図４５：メイン画面 
 

(２)再生したいファイルを選択し、【開く】ボタンをクリックします。†.２ 

 

 
図４６：ファイル選択ダイアログ 
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(３)｢ロクラク｣記録映像ファイルをストリーム変換してＰＣで再生します。†.３４５ 

 

 

†.１ 【ＰＣで再生】ボタンは、『｢ロクラク｣とＰＣを接続する』を実行しなければクリッ

クできません。 

 

†.２ 既に、ファイルが存在する場合、”上書きしてもいいですか？”のメッセージが
表示されます。【はい】ボタンをクリックすると、ストリーム変換済みファイル

を上書きで作成します。 

 

†.３ ｢ロクラク｣記録映像ファイル :TS 形式（拡張子：”m2t”） 
ＭＰＥＧ２ビデオ再生ソフトウェア用ファイル:PS 形式（拡張子：”mpg”） 
 

†.４ 再生するファイルの大きさにより、ファイル変換にかかる時間が違います。 

 

†.５ この機能を実行すると、ＭＰＥＧ２再生ファイルを作成しますので、次回ＰＣから

ファイルの再生をしたい場合には、ＭＰＥＧ２ビデオ再生アプリケーションから、

直接作成されたＭＰＥＧ２再生ファイルを指定して、再生させることができます。 

（作成したＭＰＥＧ２再生ファイルは『ディレクトリの設定をする』の[元ファイル

(*.m2t)ディレクトリ]にて指定したディレクトリにあります。） 
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